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（準備）

５．脱炭素化に向けた施策検討とロードマップの作成

2050年までに市内の二酸化炭素排出量を実質ゼロ
にするための準備を加速（大館市長：2019/12）
するにおいて、2030年までの行動計画と2050年
に向けた施策の方向性を示したロードマップを作
成します。

脱炭素化社会の実現

CO2

６．環境基本計画の策定

アンケートや市民会議等の結果を踏まえ、専門家の意見も聞きながら、将来の市
のあるべき環境像や理念を設定し、市の皆さんが自分の地域に夢と誇りをもてる
ような新しい環境基本計画を作ります。

４．市民会議の開催

多くの市民の皆さんの意見を計画に反映するため、市民会議を開催します。会議では、
市内の自然や生活環境の良い点や悪い点などを議論し、市民・事業者・行政がそれぞ
れ果たすべき役割を明らかにします。会議は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観
点からウェブ形式での開催を予定します。

３．アンケート調査

多くの市民の皆さんの意見を計画に反映するため、紙面によるアンケート調査のほか、
インターネットを利用したウェブアンケートを行います。

１．基礎調査

大館市内の環境特性の整理・分析を行います。また、現基本計画の数値目標の達成状
況をレビューします。その他、国や県の関連動向を整理します。

２．SDGs、気候変動適応関連調査

大館市の様々な取り組みとSDGsの関連性について調査します。また、国が地方自治
体に策定を求める地域気候変動適応計画を本計画内に位置づけます。

実施内容

スケジュール

 気候変動や地球温暖化に対する国内外や県の動向
 地域循環共生圏の構築による地域活性化
 将来（2050年）の脱炭素化に向けた取り組みの推進
 市民の意見の反映

環境基本計画で重視する点

基本コンセプト

現基本計画を継承し、

新たな時代の変化に対応する施策
を導入します。


